信じがたい事実


　当金山の位置、交通、地形、地質EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o(\s\up 8(こうしょう),、鉱床、)等の専門的な諸条件はここでは省略させていただ

き、気候について簡単に説明いたしますと、先ず赤道の真下と言ってよい位の位置で平均気温が

二十七度～二十九度（℃）、平均湿度八○％、年間EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(こううりょう),降雨量)二～三千ミリと言われております。雨は

殆んど雨期（十月～三月）に降りますので、私共の行った時はEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(かんき),乾期)にEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(あた),当)っていたわけで雨の心配

は殆んど必要ありませんでした。

　調査に当ってはジープ数台に、日本から持参した各種調査用具、計器、食料、テントなどを積

み前記人員が分散してEQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o(\s\up 8(とうじょう),、搭乗し)て山元の部落に到着し、ここを基点として、テント張りして調査

活動をいたしました。なお調査費の総額は四百万円でした。

　部落のテントから山元まで約七粁の山道は毎日暑さのため、決して楽なものではありませんで

した。ある時EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o(\s\up 8(いのしし),は猪が)出たり又虎が出たりして、ギヨッとさせられ暑さをしのぐことも幾度かあり

ましたが、インドネシア国の軍隊のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(ごえい),護衛)で何時もホッとしたものです。

　EQ \* jc3 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\al(\s\up 8(しゃくねつ),灼熱の)太陽が真赤に沈む頃テントに帰り、ドロコーヒー（ジャワはコーヒーの原産地である）

を飲み、水浴して汗を流して夕食する時限になれば、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(す),澄)みきった空に南十字星が明滅して初めて

自分は、地球の南側にいるのだと言うことを意識したものです。

　物質化現象と霊の世界

　このような毎日を約十日間EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(けいぞく),継続)して、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(しりょう),試料)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(さいしゅ),採取)を二十五ヵ所からして日本にEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(じさん),持参)しEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(ぶんせき),分析)した結

果、高品位EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o(\s\up 8(ところ),の処で)三二・七九ｇ／屯、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(ていひんい),低品位)の処で○・三ｇ／屯、単純算術平均六ｇ／屯と言う

結果で、更に第二次調査隊をEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(はけん),派遣)して精査を行う価値があるものと確信している次第です。

　今まで記してきたことは、何にも面白くもおかしくもありません。単なる調査隊の紀行文に過

ぎませんので、EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o(\s\up 8(ひょうだい),本表題に)ついての説明に入ることにいたします。

　昨年十二月十一日（木）午後三時に、高橋信次先生を知人と二人で浅草八起ビルにEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(たず),訪)ね、いろ

いろ話をいたし、たまたま私が前記調査旅行の時の山の写真と簡単な地図を持参して説明致して

おりますと、高橋信次先生はこの山はこの様でしょう、あの様でしょうとまるで私と一緒に調査旅

行に同行した人のように詳しく、その地形やEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(やまはだ),山肌)

EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o(\s\up 8(しきちょう),の色調か)ら鉱石の種類までを申され、更に地図

を見て調査した山以外の地域のこの地点とこの地点にも有望な、何％位の金山があるとEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(してき),指摘)され

たのには全く驚く外ありませんでした。（我々も現地鉱山局の人といろいろ想定していた処だけ

に･･････）

　しばらくして高橘信次先生は、只今モーゼ様（高橋信次先生のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(しどう),指導)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(れい),霊)）が来ておられ、前記し

た金山の鉱石を希望なら物質化しようと言われ、出来るものなら是非とEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(こんがん),懇願)いたしますと先生は

南の方向に向かれ、起立し手を合わせて何やらEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(じゅもん),呪文)を唱えること約一―二分、合掌した手の位置

が頭の高さ位の処まで来EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o(\s\up 8(しゅんかん),た瞬間、)手からコロコロと三個の鉱石が出て来たのを目のあたりに見た

私と知人は、只EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(ぼうぜん),芒然)とことのなりゆきを見守るばかりでした。

　更に当金山は日本円で約一億円と、日本人技術者約十名現地人約五十名、その他発電機EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(さいくつ),採掘)用

トレラー、同ショベルなどを準備すれば開発出来るとも申されました。

　この物質化現象は高橋信次先生も驚かれた様子で、ただ心配なのはこの物質化した鉱石の中に

金が入っているか否かを心配されておりましたが、私は前記した山からEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(さいしゅ),採取)して持ち帰ったもの

と全く同一なので、これには必ず金が入っておりますよと説明して、その場をEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(じ),辞)して帰ったもの

の、私もEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(はんしんはんぎ),半信半疑)でこの鉱石を実物大のカラー写真にEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(おさ),納)め、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(しょうこ),証拠)作りをして後にEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(ぶんせき),分析)を東京通産

局に依頼しました（私の処でも分析は可能であるが、わざわざ役所に依頼した）その結果一つは

二七・五ｇ／屯、あとの一個は○・三ｇ／屯、最後の一個はEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(しょうこひん),証拠品)として私のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(てもと),手許)に置いてあり

ますので、必要があれば何時でも誰にでも御覧に入れます。

　紙数の関係でこれ以上EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(くわ),詳)しく申し述べることは出来ませんが、この様な事実があったことは証

人もおり証拠品もある以上、認めざるを得ないのが最近の私の心境ですが、科学技術が如何に進

歩しようとも、霊の世界（天上界の世界）のあることを否定出来ないのが、今日この頃の私で

す。本文について御意見なりEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(ごしっせい),御叱声)

EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o(\s\up 8(いただ),を頂け)れば幸いと存じます。
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